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１．はじめに

木曽川水系は，ヤマトイワナやアマゴ，またアジ

メドジョウをはじめとする豊富な渓流性魚類が生息

することで知られている１）．木曽川上流域（中津川

より上流のいわゆる木曽谷）に自然分布する魚類は，

サケ科，コイ科，ギギ科，カジカ科，ドジョウ科な

ど８科１６種とされ，その分布や生態については

１９２０年代から１９５０年代にかけて丹羽２）による体系

的研究が行われている．

今回の調査対象である王滝川は，木曽川上流域の

代表的な支流であり，その最上流部にある三浦貯水

池（三浦ダム：１９４２年完成）周辺の河川には漁協に

よる放流が行われていないうえ，一般車両の林道乗

り入れが禁止されているため，従来の自然環境と生

物相が比較的よく維持されている．丹羽２）によれば，

昭和初期のダム建設前には三浦平周辺の河川にはイ

ワナ，アマゴ，カジカ，アジメドジョウの４種が分

布したとされる．しかしながら，これらの魚種はい

ずれも長野県版レッドデータブックにおいて準絶滅

危惧とされており，近年分布域や生息数が減少して

いるとみなされている１），３）．

電気ショッカーによる漁獲法は，従来行われてき

た網や釣りなどの方法に比べると漁獲される魚種や

体サイズに関して選択性が少なく，また結果の再現

性も比較的高いため，魚類相調査やモニタリングの

目的で最近よく使われるようになった４）．ここでは，

県内の生物多様性把握業務の一環として王滝川上流

域において実施した電気ショッカーによる漁獲調査

の結果ならびに主要魚種であるヤマトイワナの体長

組成と性成熟について報告する．

２．材料と方法

王滝川は御嶽山の西方の三浦山（標高２，３９３m）
付近に源を発し，御嶽山南麓の三浦貯水池・滝越・

王滝の各地で多数の支流をあわせ，さらに下流部で

は御嶽山東方に集水域をもつ西野川が合流し，木曽

福島町の下流部で木曽川本流に流れ込む木曽川上流

部最大の支流で，流程は６０kmに及ぶ（図１）．標高

１，３００m付近に位置する三浦貯水池は１９４２年（昭和

１７年）竣工，湛水面積２８０haのダム湖であり，上浦

沢，本谷，中浦沢，五味沢，柳小屋沢，水無沢が主

要な流入河川である．調査地点として，三浦貯水池

の流入河川（水無沢１地点，中浦沢１点，本谷３地

点，上浦沢の上小谷沢１地点）に６地点（地点Ａ～

Ｆ），貯水池下流の下黒沢に１地点（地点Ｇ），計７

地点を設けた．各地点の川幅は異なるものの（表１），

いずれも瀬と淵が交互にあらわれる河川形態を示し

（図２），河床はおもに岩盤，玉石，礫で構成されて

いた．
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県内の生物多様性調査の一環として木曽川水系王滝川上流域の魚類相を２００４年８月２～３日ならびに１０月１５日に

電気ショッカーを用いて調査した．その結果，三浦貯水池（ダム）周辺の河川（標高１，０００～１，４８０ｍ）の計７地点に

おいて２８５個体を捕獲し，４科６属６種の魚類を確認した．ヤマトイワナは７地点のすべてで確認され，次いでアマゴ，

ウグイ，アジメドジョウの順で確認地点数が多かった．カジカは三浦ダム最奥部の２地点，アブラハヤは三浦ダム下流

側の１地点で確認された．標高の高い地点では種数が少なく，源流に近い地点にはヤマトイワナ１種のみが分布した．

王滝川本谷上流におけるヤマトイワナの繁殖時期は１０月中旬であり，尾叉長２０㎝を越える個体が性成熟していた．
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調査は２００４年８月２～３日にＡ～Ｇの７地点に

おいて，１０月１５日にＣとＥの２地点において実施

した．水温は８月２～３日の調査では１２．９～２１．０℃，

１０月１５日の調査では７．０～９．０℃であった．各調査

地点では３～６名の作業員により２０～３０分間にわ

たり流程７０～３００ｍを電気ショッカー（直流，２５０

Ｖ）とタモ網（目合５mm）を使用して，魚類の採

捕を行った（表１）．８月の地点Ｃ，Ｄ，Ｅおよび１０

月の地点Ｅではシュノーケリングによる潜水目視

（１名，約１０分間）により採捕されなかった魚につ

いても補足的なデータを記録した．採捕された魚は，

現場で種を同定し，体長計測の後に採捕区間に放流

した．種の同定は中坊５）に従った．

ヤマトイワナの性別ならびに性成熟の判定は腹部

の触診により行い，腹部に卵の感触があるものを成

熟雌，精液が総排泄口よりにじみ出るものを成熟雄，

それ以外を成熟・性別ともに不明とした．

３．結果と考察

３．１ 魚類の分布様式

８月の調査では７地点で６種２２９個体，１０月の調

査では２地点で３種５６個体を捕獲することができ

た（表２）．確認された魚種は，サケ科のヤマトイワ

ナSalvelinus leucomaenis japonicus，ア マ ゴ

Oncorhynchusmasouisikawae，コ イ 科 の ウ グ イ

Tribolodonhakuensis，アブラハヤPhoxinuslagowskii
steindackeri，カジカ科のカジカCottuspollux，ドジョ

ウ科のアジメドジョウNiwaelladelicataの計６種で

ある．また，両生類ではハコネサンショウウオ
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図１ 調査地の地図．王滝川上流域における調査地点

表１ 調査地点の概要

漁獲距離，人数水温（測定日時）川幅（ｍ）標高（ｍ）地点名記号

３００ｍ，６名１７．５℃（８月２日１５時）１～３ｍ１，３４０水無沢Ａ

２００ｍ，６名２１．０℃（８月２日１３時）１～５ｍ１，３００中浦沢Ｂ

２００ｍ，３名１３．２℃（８月３日１１時）３～８ｍ１，３８０本谷上流Ｃ

３００ｍ，４名７．０℃（１０月１５日１２時）

１００ｍ，３名１６．４℃（８月３日１１時）１０～１５ｍ１，３２０本谷中流Ｄ

１００ｍ，３名１５．８℃（８月３日１０時）５～１５ｍ１，３００本谷下流Ｅ

２００ｍ，４名９．０℃（１０月１５日１５時）

７０ｍ，３名１２．９℃（８月３日１５時）３～５ｍ１，４８０上小谷沢Ｆ

２００ｍ，６名１５．４℃（８月３日１７時）２～５ｍ１，０００下黒沢Ｇ



Onychodactylusjaponicusが８月の地点Ｂ，Ｃ，Ｆで

それぞれ捕獲された．ヤマトイワナは７地点すべて

で確認され，次いでアマゴ５地点，ウグイ４地点，

アジメドジョウ４地点，カジカ２地点の順で確認地

点が多く，アブラハヤは１地点のみで確認された．

分布標高についてはヤマトイワナが最も高く（範囲

１，０００～１，４８０m），次いで高かったのがアマゴ（範囲

１，０００～１，３８０m）であった．アジメドジョウやカジ

カの分布は，ダム奥部の流入河川（標高１，３００～

１，３４０m）に局限されていた．また，アブラハヤは貯

水池下部の地点でのみ確認された．

今回明らかになった魚類相は概ね丹羽２）による記

述と一致するものの，ウグイは王滝村滝越集落付近

の滝（王滝と呼ばれる：図１の王滝川ダム地点に相

当）の下流にしか分布しないとされており，王滝貯

水池上部（地点Ｂ，Ｄ，Ｅ）のウグイについては貯
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図２ 調査地点の景観

地点Ａ 地点Ｃ 地点Ｆ

地点Ｂ 地点Ｄ 地点Ｇ

地点Ｅ

表２ 魚類の捕獲状況

１０月８月

ＥＣＧＦ*ＥＤＣ*Ｂ*Ａ種名・種名

１０２３１２１３５４２０３９ヤマトイワナ

１０５１２１３１６１６アマゴ

８２１０９４ウグイ

１６アブラハヤ

２２カジカ

１２６４３アジメドジョウ

*：８月の地点Ｃでは潜水目視によりアマゴを確認し，８月の地点Ｂ，Ｃ，Ｆではハコネサンショウウオ幼体を捕獲確認．



水池完成以降の人為的移植の可能性も残される．

また，８月の調査で確認されたアジメドジョウが

１０月の調査では，補足的な潜水観察を含め，全く確

認することができず，季節によって捕獲される魚種

組成が変化する可能性が示唆された．アジメドジョ

ウは晩秋になると伏流水のある場所に移動し，砂礫

中に潜りこんで越冬するとされる２），７）．岐阜県長良

川水系では越冬時期は１１月とされているが，水温

１０℃が活動の限界とされており７），１０月中旬にすで

に１０℃を下回る王滝川本谷では長良川水系よりも

早い時期に越冬に入る可能性がある．

３．２ ヤマトイワナの性成熟

王滝川本谷（Ｃ，Ｅ）における１０月の調査ではヤ

マトイワナの成熟個体が採捕され，本種の性成熟パ

ターンの一端が明らかになった（図３）．成熟個体は

本谷の下流部では全く確認できず，上流部にあたる

地点Ｃのみで確認された．成熟雌のうち，１尾は産

卵済み，残り４尾が未産卵であり，１０月中旬が本種

の産卵期と考えられた．成熟尾叉長は，雌では２２～

３２cm，雄では２０～３３cmであり，尾叉長２０cm未満

の個体のほとんどは成熟していなかった．一般にヤ

マトイワナの産卵期は１０月中旬～１１月中旬とされ

ており８），王滝川本谷の場合もこれによく一致する．

一方，成熟サイズについては，諏訪湖流入河川のヤ

マトイワナ雌では１５～２４cmとされ９），今回採捕さ

れた個体はそれに比べると大きかった．

８月の本谷下流域（地点Ｃ，Ｄ）では尾叉長３０cm
を越える個体が約４割（１２尾中５尾）を占めたが，１０

月の調査ではこのような大型個体は捕獲されていな

い．王滝川本谷のようなダム湖流入河川では降湖型

の出現が予想され１０），下流から上流への産卵遡上が

起きている可能性が示唆される．

３．３ まとめ

今回の調査で，三浦貯水池の流入河川を中心とし

た王滝川上流域の魚類相が明らかとなった．魚類相

は三浦貯水池の建設当時の調査２）と大きく変わらな

いものの，当時は生息しなかったウグイが貯水池上

部で確認され，人為による生物相の変化が示唆され

た．近年進展したDNA解析によれば，王滝川水系の

ヤマトイワナは全国的にも稀な遺伝子形質を有して

いることが明らかにされており１１），遺伝子レベルで

の生物多様性保全の観点からも，本種ならびにそれ

を支える生物群集を保全するための対策が講じられ

ることが望まれる．

木曽川漁業協同組合には今回の電気ショッカーに

よる捕獲調査に同意をいただいた．また，上原武則

長野女子短期大学名誉教授には，現地の魚類生息情

報ならびに関連文献を提供いただいた．ここに記し

て感謝申し上げる．
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